
令和５年８月２２日 

教 育 総 務 課 

 

令和５年第２回区議会定例会（代表・一般）における主な質問について 

 

１．議会日程等 

会期：令和５年６月１４日（水）～６月２３日（金） 

（１）代表質問 ６月１４日（水）・１５日（木） 

[ 質問者：５会派５名 ] 

 

（２）一般質問 ６月１５日（木）・１６日（金） 

[ 質問者：３１名 ] 

 

 

２．主な質問要旨等 

別紙「令和５年第２回区議会定例会（代表・一般）における教育（文教）領域の主

な質問・答弁の要旨」のとおり。 

 

 

３．世田谷区のホームページにおける閲覧 

区議会本会議における全ての質問及び答弁については、世田谷区ホームページ上の

「世田谷区議会」の「議会中継」又は「会議録検索システム」にて閲覧可能です。 

 

※「会議録検索システム」における令和５年第２回区議会定例会の内容については、 

９月上旬公開予定。 
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　　 【 別　紙 】

＜代　表＞ ※敬称略

項　目 会　派 質問者 答弁者 質問要旨 答弁要旨

学校給食
費無償化
の対象拡
大

自　民 加藤　たいき 教育政策・
生涯学習
部長

区の給食費無償化は繰越金頼みの
単年度事業で対象も区立校世帯に
限られるなど無責任だ。事業を継続
するならば区内の全児童生徒を包
括した平等な施策とせよ。

６年度以降継続する際
は広く理解されるよう努
める。

教科担任
制の全校
展開

自　民 加藤　たいき 学校教育
部長

教科担任制には授業の質向上など
利点が多いが、導入には各校への
教員加配が課題となる。学び舎単
位での担任制とするなど工夫を凝ら
し、早期に全校展開せよ。

区独自採用講師の配
置拡充などに取り組ん
でいく。

給食費完
全無償化
の恒久的
な実施

公　明 岡本　のぶ子 副区長 区は財源を理由に６年度以降の完
全無償化は改めて検討することとし
た。行財政改革を断行し、恒久化に
向けた財源を確保せよ。

税外収入など財源確
保の検討を進め区長
の判断を仰ぐ。

不登校特
例校分教
室の早急
な増設

公　明 岡本　のぶ子 教育長 不登校特例校分教室は利用希望
者が増加しており、拡充は急務だ。
希望者を確実に受け入れられるよ
う、学校以外の公共施設も最大限
に活用し早急に増設せよ。

複合型施設での開設も
視野に入れ、早急に検
討を進める。

教育大綱
はインク
ルーシブ視
点で

立憲れ 桜井　純子 教育長 不登校特例校等を設置し子ども
を既存の学校から切り離すので
はなく、学校現場が変わり全て
の子どもが共に学び育つインク
ルーシブな視点の教育政策が必
要だ。

インクルーシブ教育
を学校の共通理念と
して浸透させる。

競争的で
はない教育
政策のあり
方

立憲れ 桜井　純子 教育総合
センター長

教育ビジョンの基本的な考え方
にある「社会をたくましく生き
抜く力」は競争社会を生み出
し、子どもの生きづらさにつな
がることを踏まえた見直しを求
める。

教育振興基本計画の
中で新たな教育目標を
検討する。

区立中で
起きた体罰
事件への
謝罪

維無行 ひえしま　進 教育長 区立中で教師が生徒の首を絞め
るなどの暴力を振るい、心身に
深い傷を負わせる事件が発生し
た。教育長はこの事態を重く受
け止め、生徒と保護者に謝罪せ
よ。

学校管理下で生徒が
けがをしたことを深くお
詫びする。

令和５年第２回区議会定例会（代表・一般）における教育（文教）領域の主な質問・答弁の要旨
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　＜代　表＞ ※敬称略

項　目 会　派 質問者 答弁者 質問要旨 答弁要旨

安全安心
な教育環
境の確保

維無行 ひえしま　進 教育長 区立小で教師が児童に暴言を繰り
返し精神的に追い詰める事案が起
きた。教育長は不安を抱く子どもや
保護者の声に耳を傾け、安全安心
な教育環境を確保せよ。

子どもの成長を支える
学校組織となるよう全
力を尽くす。

学校給食
費無償化
の継続を

共　産 中里　光夫 副区長 区が行った学校給食費無償化は区
民に歓迎されている。教育費の負
担軽減を求める区民の声を受け止
め、来年度以降も継続せよ。

財源の課題や無償化
の意義を整理し、区長
の判断を仰ぐ。

＜一　般＞ ※敬称略

項　目 会　派 質問者 答弁者 質問要旨 答弁要旨

子どもの意
見を反映し
た部活動

立憲れ 中山　みずほ 学校教育
部長

よりよい子ども施策を行うには直接
子どもの声を聞くことが肝要だ。子ど
もに影響が大きい部活動の地域移
行に際しては部活に属さない生徒も
含め意見聴取せよ。

全ての区立中生徒や
保護者にアンケートを
行い考え方を伺う。

医療的ケア
児の学ぶ
環境の改
善

維無行 桃野　芳文 教育総合
センター長

人工呼吸管理が必要な医療的ケア
児でも保護者の付添いなく通学でき
るよう看護師配置を求めてきた。区
は何らかの対応をするとしているが
具体的に進捗を示せ。

５年度中にガイドライン
を策定するため検討を
進めている。

教員が安
心して働け
る環境づく
り

自　民 山口　ひろひさ 学校教育
部長

教員が働きながら安心して妊娠や
出産ができる環境づくりを推進すべ
きだ。妊娠初期などの休暇制度を
充実するとともに、休暇を取りやす
い組織風土を醸成せよ。

休暇制度の周知を図る
とともに都に制度の充
実を要望する。

防災の担
い手となる
若者の育
成

国　際 神尾　りさ 学校教育
部長

地域住民を中心とした避難所運営
では高齢化や固定化が課題だ。災
害時に地域を支える若者の育成に
向け、中学校で防災の担い手を育
てる教育を推進せよ。

地域と連携した防災
教育のさらなる拡充
に向けて取り組む。

ＩＣＴを活用
した学習環
境の充実

自　民 河野　俊弘 教育総合
センター長

児童生徒に配付しているタブレット
を一層活用すべきだ。自由研究や
発表会の成果を学校間で共有する
など子どもの学習意欲向上につな
がる取組を推進せよ。

共有可能なものを整理
しネットワーク環境の構
築を進める。

3



　＜一　般＞ ※敬称略

項　目 会　派 質問者 答弁者 質問要旨 答弁要旨

学校の屋
外プール
での酷暑
対策

自　民 河野　俊弘 教育政策・
生涯学習
部長

近年、猛暑による日中の気温上昇
などにより水泳授業を中止するケー
スが増えている。日よけ対策として
効果的な遮熱ネットを学校の屋外
プールに整備せよ。

他自治体の事例を参
考にしながら、よりよい
対策を検証する。

子どもの好
奇心を育
む学校づく
り

風 つるみ　けんご 教育長 子どもにとって学校は好奇心と学ぶ
力を育む場であるべきだ。現在策定
中の教育振興基本計画の中に区が
今後取り組むべき教育行政の方向
性として位置づけよ。

個々の子どもを主体と
した学びのスタイルとし
て位置づける。

子どもの意
見表明の
権利保障

都　Ｓ 佐藤　美樹 教育政策・
生涯学習
部長

意見表明は子どもの権利を守る重
要な要素だ。子どもが意見を形成し
表明する力を高めるため、議論を交
わす場の創出や意見を政策に反映
する仕組みを設けよ。

意見を率直に表明でき
る環境と反映できる仕
組みを整える。

学校の不
審者侵入
防止策の
強化

公　明 津上　仁志 学校教育
部長

児童生徒を狙った犯罪が全国で多
発する中、学校での不審者侵入防
止に係る対策が急務だ。校門への
電子錠の設置拡大や警備員の常時
配置などを早急に進めよ。

門扉への電子錠の設
置と併せ警備員の配置
拡大を検討する。

学校にお
ける包括的
性教育の
推進

生　ネ おの　みずき 学校教育
部長

学校での性教育を推進すべきだ。リ
プロダクティブ・ヘルス／ライツの
リーフレットを活用し適切な性知識
の下、健康的な人間関係を築ける
教育に取り組め。

リーフレットの活用方法
を整理し、各学校に周
知していく。

学校給食
への有機
農産物の
活用

国　民 石原　せいじ 教育政策・
生涯学習
部長

子どもの健康や食育を推進する観
点から、学校給食には安全性の高
い食材を選ぶことが重要だ。化学肥
料や農薬を使用していない有機農
産物を積極的に取り入れよ。

価格面などの課題もあ
るが、可能な限り使用
を広げていきたい。

給食食材
の保護者
への周知

国　民 石原　せいじ 教育政策・
生涯学習
部長

学校給食費の無償化を機に、保護
者から食材の質の低下を不安視す
る声を聞く。国産食材など、安全性
の高い食材を使用していることを保
護者に積極的に周知せよ。

広報紙などでの情報発
信や地域交流の機会
を通じＰＲを図る。

学校での
脱マスクに
向けた取組

参政党 岡川　大記 教育政策・
生涯学習
部長

学校での脱マスクを推進すべきだ。
一般的なマスクでは予防効果がな
いことや、屋外での着用は換気を妨
げ逆効果であるなどの情報を子ども
や学校に発信せよ。

適宜、適切にマスク着
用の見直しについて対
応していく。

4



　＜一　般＞ ※敬称略

項　目 会　派 質問者 答弁者 質問要旨 答弁要旨

特別支援
学級への
移動支援
の実施

公　明 いたい　ひとし 教育総合
センター長

区内の特別支援学級は地域偏在が
あり、保護者の多くが遠方の学校ま
で子どもを送迎している。保護者の
負担軽減に向け、バスなどを用いた
移動支援を実施せよ。

地域偏在の解消を進
め、個別の移動支援に
ついても研究する。

学用品の
完全無償
化の実現

立憲れ みや　かおり 学校教育
部長

昨今の厳しい経済事情に鑑み教育
費における保護者負担の軽減が急
務だ。学校入学時はもとよりその後
も大きな負担となっている学用品の
完全無償化を実現せよ。

社会全体で子育てを
支援する視点を踏ま
え、検討していく。

区立小で
の道徳教
育の進め
方

自　民 坂口　賢一 学校教育
部長

いじめの増加などを背景に、他人を
思いやる心などについて学ぶ道徳
教育の重要性が増している。効果
が見えにくい教科だが、区立小では
どう取り組んでいるのか。

問題場面を想定した体
験的な活動など工夫し
て実施している。

性と生殖に
関する教育
の推進

維無行 田中　優子 学校教育
部長

子どもが性と生殖に関する適切な知
識を学ぶ機会を充実すべきだ。区
のリプロダクティブ・ヘルス／ライツ
に係るリーフレットを活用して性教育
を推進せよ。

リーフレットの活用方法
を整理し、各校への周
知などを行う。
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